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　水平に広がる複雑で巨大なヴォイド空間である。屋根と地表の二つのサーフェスが対峙している。空中に浮か
ぶプレートの、筒状の開口や切込み軸の開口より光が大地に導かれ、一方大地は丘陵のように隆起し、射し込む
光が斜面に思わぬ陰影を作り出すであろう。人々は連なる丘のあいだを自由に歩きまわることになる。視界は開
けて遠くまで見渡すことができ、めまいを覚えるような壮大なランドスケープが広がる。大半が半外部空間なの
であろうが、それがより荒々しさを感じさせ、まるで古代遺跡の発掘現場のようでもある。フラットな床だけで
はなく傾斜を設けて身体で感じる空間としたことは、おそらく太平洋戦争の史実を伝えつなげるための展示に忘
れ得ないインパクトを与えたかったのではなかろうか。
　丹下健三による広島平和記念資料館は、景観軸を用いた計画により都市的スケールをもつ構想となっている。
本提案もより深く歴史の視点を追求し、都市との関係を高めるべきだったとも感じる。それでも作者の持つ空間
のスケールやフォルムの感性は大胆で、延々とめぐる体験ができる空間は特筆に値すると考えている。

   （審査委員：佐久間 達也）
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　僕たちは戦争を知らない。
そしてこれから先、誰が戦争
の記憶を継承していくのだろ
うか

　日本には国立の戦争博物館
がない。戦争を扱う博物館は
あるが、展示内容に偏りがあ
るものが多く、私たちが博物
館で戦争について考える上で
は不十分であると感じる。沖
縄県の平和の礎（いしじ）の
ようなスタンスをもったフ
ラットな展示をする博物館が
必要だと考える。

　僕たちは戦争について有益
な情報も不利な情報も事実と
受け止め、戦争について考え、
未来へと引き継いでいく必要
がある。そこで私は埋もれて
しまった戦争の光景や記憶が
日常に垣間見え、溢れでてく
る建築、過去の記憶を残すた
めの建築を設計する。

時空の横断　 国立戦争博物館

　作者は外観意匠について多くを説明した。外観に地域性を表現したとのことであるから、形態の決定過程はた
しかに重要だ。だがそれよりも、店舗空間に生産・製造の場面を導入し、その過程を可視化するというアイデア
の方が、本提案の社会的意義としてはるかに大きい。店舗の地域性を決定する主要因は、その地の人々の営為で
あるからだ。したがって、人・車両・原材料・商品・貨幣・廃棄物などの「流れ」そのものを計画し、これらの
動的特性を空間化し、提示することこそ肝要だったのではないかと思われる。また、従来の「道の駅」の規模を
超越しているこの大屋根に、構造的な裏付けの備わったディティール設計を施すことができれば、この建築物が
過大な空間をもつ意味を与えることができたであろうし、かつ、自動車の動態に相応しいスケールと店内を歩行
する人々のヒューマンスケールとを構造的リアリティによって結びつけることも可能となっただろう。そうなれ
ば、前面道路と敷地との関係や、駐車スペースと建築物との関係についても、自動車動線や動的スケール感に即
して計画できたはずだ。課題は残るが、本作の施設利用イメージは豊かで、さらなる可能性に満ちている。 

 （審査委員：矢野 裕之）
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　道の駅はいかにその土地の
地域性を出すかが重要になっ
てくる。

　しかし地域の特徴を表すの
は特産品、食品だけにとどま
り、建築そのものは地域の特
性を表しているものは少な
い。その上、道の駅は美術館
や図書館など意匠的な建築が
進んでいるものに比較する
と、今日まで機能を重視した
道の駅は建築化が進まなかっ
た。

　そこで私は、建築化された
道の駅を提案する。自然に囲
まれた環境の中には、「ハコ」
ではなく、「山」のような建
築がふさわしいと考えた。そ
こで山の稜線を建築に取り込
み、建築を通した山の景色で
そこにしかない地域性を表現
する。「山」はポリゴン分割
され、それが壁や天井となり、
建築が自然の風景に溶け込ん
でゆく。

ヒトとマチの駅　 道から美地へ


